
日響楽器岐阜店２Ｆホール会  場：

会員（ピティナ・JET・PSTA・日響講師）…3,000円

一般…………………………………… 3,500円

＊実地は、限定15名募集
＊実地・オンラインともに同じ金額です。

受講料：
   (税込)

【主催・お問合せ先】

日響楽器岐阜店
TEL：058-232-8931　FAX：058-232-4900
　　〒５０２－０８０３　岐阜県岐阜市上土居１－２－２日響楽器（株）岐阜支店内　木村　剛

【お申込み】7/16より受付開始！
※実地でのセミナーをご希望の場合※　→
　右記QRコードよりお申込みください。日程によってQRコードが異なりますので、

　ご注意ください。

※オンライン聴講をご希望の場合※ →
　ピティナHPから（クレジットカード決済）よりお申込みください。

　QRコードよりアクセスできます。

馬塲マサヨ　ピアノメソッド勉強会

リズム感（拍感）、和声感の苦手な人はどうやってそれを克服したらよいのでしょうか？西洋人と日本人の

違いは身体の使い方だけはありません。リズム感（拍感）、和声感にも、日本人に特有な音の聴き方、

とらえ方のクセがあるのです。そして、このクセが邪魔していることが実に多いのです。まずは西洋人と

日本人の音の聴き方、とらえ方の違いを知りましょう。

音の聴き方、とらえ方が変われば、苦手だったリズム感（拍感）、和声感は、得意なものに変わります。

そして音楽的な表現がガラっと変わります

■第1回　リズム　～弾むリズム感を身に付けるために～■
2020年9月8日(火)　10:30～12:30

１．拍感とは何かを体感しよう
　拍というものをどうとらえるかについて考えます。時間の流れと拍の関

係を、図形など視覚的なイメージで説明します。更に手拍子の打ち方で

動きの方向性を体感することで、ワルツなどの３拍子の捉え方がより楽し

く実感できるようになります。

２．西洋人と日本人の拍の捉え方の違いを知ろう
　日本的な拍感で漫画の主題歌を歌ってみます。西洋的な拍感でもやっ

てみます。どのように身体に染みついているのか、またそれを意識的に

どう変えていけばいいのかをお教えします。

３．日本語的リズムの感じ方とは何かを知ろう
　ドイツ語や英語などヨーロッパの言語と、日本語のリズムや語順の違い

を知ることで、音楽の感じ方が変わります。また、感じ方を変えることで、

テンポが走ったりだれたりすると言った問題が改善します。

Zoom併用セミナー

＊実地でのご参加の場合は、必ずマスク着用にてご来場ください。

～「リズム感がない」、「和声感の表現が苦手」と悩まれている生徒さんに～

今回はリズムとハーモニーの表現に焦点を当てて、2回のシリーズでお話ししていきます。

■第2回　ハーモニー　～和音はどう感じる～■
2020年10月7日(水)　10:30～12:30

１．西洋人と日本人の音の聴き方の違いを探ろう
　日本人が美しいと感じているは鈴虫の鳴き声も、美しいと感じない西洋

人もいるそうです。音の聴き方が違うのかもしれません。そのあたりの違

いを探ることで色々なことが見えてきます。

２．ハーモニーの聴き方のコツを学ぼう
どうしたら、ハーモニーの変化の美しさを表現できるのでしょうか。それは

聴き方にコツがあります。音の響きを混ぜるように聴きましょう。和声的な

響きを感じながら音を聴いていくことができるようになるトレーニング法を

伝授します。

３．実践してみよう
　具体的にバッハのインベンション、シンフォニアなどを使ってハーモニー

を感じてみます。ハーモニーの変化を感じ取ることで、楽曲の本来の姿

が見えてきます。

ピティナWeb楽器店申込（9/8）

ＪＲ岐阜駅よりタクシー15分
JR岐阜駅より岐阜バス・彦坂真生寺行・三田洞団地
行・長良八千代公園行「福光2丁目」下車徒歩10分

楽器店申込（10/7）



＜Zoom＞とは？
パソコンやタブレットスマートフォンを利用して、セミナーなどをオンラインで開催

するために開発されたアプリです。ご利用には、パソコン（Webカメラ付き）または

スマートフォンが必要です。スマートフォンの場合は、事前にアプリ(無料)をイン

ストールしてください。接続が不安な場合は、事前にテストサイトへの接続をおす

すめします。

＜Zoomオンラインセミナー受講の流れ＞

①セミナーお申込み時にご登録いただいたメールアドレス宛に、セミナー開催当日の朝9:15頃に

ZoomへのアクセスURLをお送りします。クリックまたはタップして接続してください。

接続が不安な方はお早めに参加ください。５分前には必ずご参加ください。開始40分前になっても

メールが届かない場合は、問い合わせアドレスまでご連絡ください。

②５分前までは、「ミュート」「ビデオはオフ」の状態でお待ちください。セミナーが開始されましたら、

「ビデオは開始」「ミュート」の状態でセミナーをお楽しみください。

③質疑応答の時間で、質問されたい場合は、「ミュート」を解除してご質問ください。

④受講後に、アンケートをお送りします。自由記述部分のご記入をいただきましたら、実地のセミナー

での「ピティナ・セミナーレポート」と同じ扱いとさせていただきます。

■テストサイト■

講師：馬塲　マサヨ 先生
名古屋市立菊里高等学校音楽科を経て、東京藝術大学音楽学部ピアノ科卒業、同大学大学院音楽研究科修士課程修了。

これまでに、NHK交響楽団、オーケストラ・アンサンブル金沢、名古屋フィルハーモニー交響楽団、セントラル愛知交響楽団

等のオーケストラと共演。

著書に「目からウロコのピアノ奏法～オクターブ・連打・トリル・重音も即克服～」「目からウロコのピアノ指導法～譜読みが

苦手…は克服できる！先生も生徒も楽しいレッスン～」「目からウロコのピアノ脱力法～大人も子供も驚くほど音が変わる」

（ヤマハミュージックメディア刊）がある。

現在、金城学院大学  文学部 音楽芸術学科教授。


